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国
連
は
１
９
７
５
年
を
�
国
際
女

性
年
�
と
し
て
第
１
回
世
界
女
性
会

議
（
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
）
を
開
催
、

翌
１
９
７
６
年
か
ら
１
９
８
５
年
を

�
国
連
女
性
の
１０
年
�
と
位
置
づ
け

第
２
回
（
１
９
８
０
年
、
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
）、
第
３
回（
１
９
８
５
年
、

ナ
イ
ロ
ビ
）
の
世
界
女
性
会
議
を
開

き
、
１
９
７
９
年
に
は
女
性
差
別
撤

廃
条
約
を
採
択
。
１
９
９
５
年
の
第

４
回
世
界
女
性
会
議
（
北
京
）
に
は

３
万
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
い
、
政
府
間

会
合
に
女
性
た
ち
の
声
と
現
状
を
反

映
さ
せ
る
よ
う
に
活
動
、
そ
し
て
採

択
さ
れ
た
の
が
�
女
性
の
権
利
は
人

権
�
と
明
記
し
た�
北
京
宣
言
�
と
、

�
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
＊
に

関
す
る
行
動
計
画
�
と
し
て
の
�
北

京
行
動
綱
領
�で
す
。
貧
困
、
教
育
、

健
康
、
暴
力
、
武
力
紛
争
、
経
済
、

権
力
と
意
思
決
定
へ
の
参
加
、
地
位

向
上
の
た
め
の
制
度
的
し
く
み
、
人

権
、
メ
デ
ィ
ア
、
環
境
、
女
児
の
１２

分
野
を
重
大
関
心
領
域
と
し
、
国

連
、
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民
社
会
が

す
べ
き
こ
と
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

以
後
毎
年
３
月
の
国
連
女
性
の
地

位
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
で
分
野
別
に

実
施
状
況
を
検
討
、
５
年
ご
と
に
全

体
的
な
検
討
と
新
し
い
課
題
に
つ
い

て
議
論
を
し
て
い
ま
す
。�
北
京
＋

５
�
は
�
女
性
２
０
０
０
�
�
２１
世

紀
に
む
け
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
開

発
・
平
和
�
を
テ
ー
マ
に
第
２３
回
国

連
女
性
特
別
総
会
と
し
て
開
か
れ
、

�
北
京
宣
言
�と�
北
京
行
動
綱
領
�

を
再
確
認
す
る�
政
治
宣
言
�
と�
さ

ら
な
る
行
動
と
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
関

す
る
成
果
文
書
�
を
採
択
。�
北
京

＋
１０
�
は
第
４９
回
Ｃ
Ｓ
Ｗ
に
位
置
づ

け
、
採
択
文
書
は
�
政
治
宣
言
�
の

み
。
北
京
か
ら
１５
年
の
今
年
は
第
５４

回
Ｃ
Ｓ
Ｗ
（
３
月
１
〜
１２
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
）
を
�
北
京
＋

１５
�
と
し
て
開
催
、
そ
れ
に
先
立
っ

て
、
２
月
２６
、
２７
日
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
ま

し
た
。
私
は
新
婦
人
を
代
表
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
Ｃ

Ｓ
Ｗ
の
最
初
の
２
日
間
に
参
加
し
ま

し
た
。

７
０
０
人
が
集
っ
た

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム救

世
軍
ビ
ル
を
会
場
に
開
か
れ
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
参
加
者
数

が
大
幅
に
増
え
た
た
め
予
定
さ
れ
て

い
た
分
科
会
が
な
く
な
り
、
４
つ
の

パ
ネ
ル
討
論
＊
と
１
時
間
の
地
域
会

合
と
い
う
構
成
で
、
問
題
意
識
や
活

動
を
交
流
・
議
論
す
る
時
間
が
ほ
と

�
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
開
発
・
平
和
�
の
推
進
で
、

平
和
で
公
正
、
持
続
可
能
な
世
界
を

新
日
本
婦
人
の
会
国
際
部
長

平
野
恵
美
子

�
北
京
＋
１５
�グ
ロ
ー
バ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
第
５４
回
国
連
女
性
の
地
位
委
員
会

��������������������������������������������������

ＮＧＯフォーラム
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ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
パ
ネ
ル

な
ど
を
通
じ
て
、
こ
の
間
女
性
運
動

は
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
、
合
意
の
実
施
速
度
が
あ
ま
り

に
遅
く
各
国
政
府
の
政
治
的
意
思
が

問
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
３
年
以
上
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
は
た
ら
き
か
け
で
昨
年
国

連
総
会
で
合
意
さ
れ
た
独
立
し
た
女

性
機
関
の
設
置
を
確
実
に
実
現
さ
せ

よ
う
と
い
う
こ
と
が
共
通
の
認
識
と

し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
の
性
の
自
己
決
定
権
に
対
す

る
宗
教
的
原
理
主
義
か
ら
の
攻
撃

や
、
軍
事
化
や
気
候
変
動
・
自
然
災

害
の
多
発
、
経
済
危
機
が
女
性
を
深

刻
な
状
況
に
追
い
や
っ
て
い
る
こ

と
、
女
性
が
平
等
に
政
治
や
意
思
決

定
に
参
加
し
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
女
性
の
人
権
保
障
に
不
可

欠
だ
と
い
う
発
言
が
多
く
印
象
的
で

し
た
。

女
性
国
会
議
員
の
割
合
は
、
現
在

世
界
平
均
１８
・
８
％
。�
行
動
綱
領
�

が
も
と
め
る
３０
％
に
程
遠
く
、
達
成

し
て
い
る
の
は
わ
ず
か
２５
カ
国
。
北

京
会
議
の
事
務
局
長
、
汎
ア
フ
リ
カ

議
会
の
初
代
議
長
を
つ
と
め
た
タ
ン

ザ
ニ
ア
の
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
モ
ン
ゲ

ラ
さ
ん
は
、�
経
済
危
機
、
気
候
変

動
や
女
性
に
対
す
る
暴
力
な
ど
増
大

す
る
危
機
に
よ
っ
て
、
北
京
の
精
神

を
死
な
せ
て
は
だ
め
。
各
国
政
府
が

北
京
行
動
綱
領
を
実
行
し
、
署
名
し

た
す
べ
て
の
国
際
条
約
や
合
意
を
批

准
す
る
よ
う
責
任
を
果
た
さ
せ
ま
し

ょ
う
�
と
参
加
者
を
励
ま
し
ま
し

た
。私

は
分
科
会
が
な
く
な
っ
た
た

め
、
昼
休
み
の
地
域
会
合
で
�
気
候

変
動
や
自
然
災
害
の
多
発
、
経
済
危

機
、
食
糧
危
機
へ
の
対
応
も
、
国
連

の
女
性
機
関
も
お
金
が
必
要
。
女
性

運
動
と
し
て
、
軍
事
費
の
大
幅
削
減

と
お
金
の
使
い
方
の
転
換
を
強
く
も

と
め
よ
う
�
と
発
言
、
大
き
な
拍
手

が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
�
行
動
の
よ
び
か

け
�（C

all
to

A
ction

）
を
採
択

し
、
閉
幕
し
ま
し
た
。

第
５４
回
Ｃ
Ｓ
Ｗ
・
合
意
の

全
面
実
施
を

今
回
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
に
は
８
０
０
０
人

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
事
前
登
録
（
実
際
の
参

加
は
１
３
８
カ
国
・
約
４
６
０
組
織

か
ら
３
４
０
０
人
以
上
）
し
て
い
ま

し
た
が
、
国
連
本
部
ビ
ル
の
改
築
作

業
に
と
も
な
い
登
録
手
続
き
や
会
議

の
運
営
に
つ
い
て
国
連
と
の
パ
イ
プ

役
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｃ
Ｓ
Ｗ
委
員
会
で
も

つ
か
め
な
い
こ
と
が
多
く
、
混
乱
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
実
際
登
録

手
続
に
５
〜
８
時
間
、
従
来
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
確
保
さ
れ
る
部
屋
や
会
議
文
書
の

配
付
も
な
く
、
臨
時
の
別
館
に
入
る

に
は
別
途
許
可
証
が
必
要
な
の
に
企

画
や
許
可
証
に
関
す
る
情
報
が
な
い

な
ど
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
は
こ
れ
で
�
北

京
＋
１５
�
と
い
え
る
の
か
と
怒
り
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

実
務
面
以
外
で
も
国
連
の
本
気
度

が
問
わ
れ
る
よ
う
な
場
面
が
。
節
目

の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

会
議
の
事
務
局
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
調
整

に
責
任
を
持
つ
女
性
の
地
位
向
上
部

（
Ｄ
Ａ
Ｗ
）
の
部
長
の
後
任
が
決
ま

ら
な
い
ま
ま
で
し
た
。
２
０
０
５
年

の
�
北
京
＋
１０
�
で
は
開
会
式
で
コ

フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
事
務
総
長
が
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
国
連

総
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
�
北

京
＋
１５
�
記
念
行
事
に
潘
基
文
（
バ

ン
・
ギ
ム
ン
）
事
務
総
長
の
姿
は
な

く
、
ア
ー
シ
ャ
・
ロ
ー
ズ
・
ミ
ギ
ロ

事
務
次
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
。

続
い
て
ス
ピ
ー
チ
に
立
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｗ

議
長
も
各
地
域
代
表
も
す
べ
て
男

性
。
６
人
め
に
主
催
国
ア
メ
リ
カ
の

代
表
と
し
て
メ
リ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
大

使
が
登
場
し
た
と
き
に
は
�
や
っ
と

女
性
だ
！
�の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

�
北
京
＋
１５
�
の
合
意
文
書
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｗ
で
の
北
京
＋
１５
の
記
念
行
事
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�
北
京
宣
言
��
北
京
行
動
綱
領
�

は
じ
め
、
こ
の
間
の
合
意
の
再
確
認

と
実
施
へ
の
決
意
表
明
を
示
す
短
い

�
政
治
宣
言
�
の
み
に
な
り
ま
し

た
。
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
派
に
立
ち
入

る
隙
を
与
え
ず
推
進
の
議
論
に
集
中

す
る
た
め
で
し
た
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
２
日

め
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
採
択
で
政
府
代

表
の
中
に
も
そ
の
場
で
初
め
て
文
書

を
見
た
人
も
い
た
ほ
ど
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

事
前
に
文
書
へ
の
提
案
を
す
る
余
裕

は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

確
か
に
後
退
さ
せ
る
よ
う
な
文
言
は

ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

�
北
京
＋
１５
�
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し

い
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表
明
も
な

く
、
疑
問
と
批
判
が
起
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
決
議
が
７
本
採
択
さ
れ
＊
、

ひ
と
つ
は
�
女
性
機
関
の
設
置
に
よ

っ
て
国
連
の
機
構
を
強
化
す
る
�
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
期

待
に
一
定
こ
た
え
る
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
国
際
女
性
デ
ー
祝
賀
行
事
で

も
潘
基
文
事
務
総
長
が
各
国
政
府
に

１
日
も
早
い
設
置
を
要
請
し
て
お

り
、
具
体
化
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
、
秋
の
国
連
総

会
で
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
＊
の

推
進
に
関
す
る
議
論
に
む
け
て
、
女

性
分
野
か
ら
の
提
言
を
つ
く
る
こ
と

も
重
要
な
任
務
で
し
た
。
貧
困
を
な

く
し
、
す
べ
て
の
人
が
人
権
を
享
受

で
き
る
社
会
を
め
ざ
す
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
の
達
成
に
は
、
女
性
の
権

利
や
地
位
向
上
が
欠
か
せ
な
い
こ
と

は
共
通
認
識
で
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
に
た
っ
た
と
り
く
み
と
同
時

に
お
金
の
使
い
方
の
転
換
が
も
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト


�
自
ら
も
っ

て
い
る
能
力
と
社
会
に
貢
献
す
る
能
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と

＊
４
つ
の
パ
ネ
ル
討
論
の
テ
ー
マ


�

①
女
性
の
権
利
の
前
進
１
９
７
５
�
２

０
１
０


�
世
界
女
性
会
議
の
成
果
②

世
界
の
女
性
の
状
況


�
家
父
長
制
、

女
性
と
女
児
に
対
す
る
暴
力
、
女
性
の

健
康
、
気
候
変
動
③
世
界
か
ら
の
声



�
地
域
の
優
先
課
題
と
行
動
④
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
・
平
和
・
開
発
の
約
束
の
実

行


�
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
、
制

度
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
強
化
、
世
界
経
済
危

機
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
構
築
、
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

第５４回国連女性の地位委員会決議
第４回世界女性会議１５周年記念宣言（Ｅ／ＣＮ．６／２０１０／Ｌ．１）

１９９５年に北京で開催された第４回世界女性会議の１５周年にあたり、ニュ
ーヨークでの第５４回女性の地位委員会に集ったわれわれ各国政府代表は、
第４回世界女性会議と�女性２０００年：２１世紀のジェンダー平等・開発・平
和�と題した第２３回特別総会の成果の検討と、２０１０年７月に開催される�ジ
ェンダー平等と女性のエンパワーメントに関する国際的に合意された目標
と公約の実施�というテーマでの経済社会理事会の年次閣僚見直しおよ
び、２０１５年までにすべてのミレニアム開発目標の達成をめざす進歩の加速
に焦点を当てた２０１０年９月２０日から２２日まで開催される総会高官会議への
貢献という観点から、

１．第４回世界女性会議で採択された北京宣言と行動綱領、第２３回特別総
会成果文書および第４回世界女性会議１０周年に関する女性の地位委員会の
宣言を再確認する。

２．ジェンダー平等と女性のエンパワーメントの達成に向けてこれまでに
遂げられた進歩を歓迎し、北京宣言と行動綱領および第２３回特別総会成果
文書の実施に、課題と障害が依然として残っていることを強調し、この点
で、それらの完全かつ促進された実施を確保するためにさらなる行動をと
ることを誓う。

３．北京宣言と行動綱領の完全かつ効果的実施が、ミレニアム宣言に含ま
れているものを含めた国際的に合意された開発目標の達成に不可欠である
ことを強調し、２０１５年までにすべてのミレニアム開発目標の達成に向けた
進歩の促進に関する総会高官会議にジェンダーの視点をとりいれることを
確保する必要性を、強調する。

４．北京宣言と行動綱領の実施および女性差別撤廃条約のもとでの責務の
遂行は、ジェンダー平等と女性のエンパワーメントを達成するうえで、相
互に補強し合うものであることを認める。

５．北京宣言と行動綱領および第２３回特別総会の成果の実施に全面的に責
任を負うとともに、自らの貢献を強化するよう、すべての女性と男性のみ
ならず、国連システム、国際・地域団体、ＮＧＯを含む市民社会のすべて
のセクターに要請する。

（仮訳：国際婦人年連絡会）
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�北京＋１５�第５４回国連女性の地位委員会への新婦人の声明（要旨）

新婦人は２００３年に国連経済社会理事会の特別協議資格を認証されて以後、毎年の国連女性の地位委員会

（ＣＳＷ）はじめ人権理事会や女性差別撤廃委員会などへレポートや声明を送付、正式文書として記録さ

れています。第５４回ＣＳＷに向けては、２００９年１１月１８日付で声明を送りました。女性の地位向上部（ＤＡ

Ｗ）のホームページの�北京＋１５�の documentationのセクションに文書番号Ｅ／ＣＮ．６／２０１０／ＮＧＯ

／２１で掲載されています。

http://www.un.org/womenwatch/daw/beijing 15/documentation.html

声明は、�ジェンダー平等��開発��平和�の項をたてて新婦人の見解を述べています。
�ジェンダー平等�では、政治や経済はじめ社会の指導的立場や意思決定の場に女性が圧倒的に少ないこ
と、女性に対する暴力の深刻な実態や賃金格差や雇用における差別も続いている現状をあげ、北京行動綱

領や女性差別撤廃条約など国際合意の全面的な実施を強調。また、国連が設置を合意した新しい女性機関

に強力な権限や十分なスタッフと予算が配置されることとあわせて、各国の国内本部機構の強化をもとめ

ています。

�開発�では、現在の経済危機や食糧不足、気候変動がミレニアム開発目標（ＭＤＧ）達成の障害とな
っていること、世界の貧困層の７割が女性であることを指摘して、女性のエンパワーメントと同時にＭＤ

Ｇ達成のためにもジェンダーの視点で開発パラダイムを見直すことが必要であるとし、経済・雇用政策の

策定と実行、予算にジェンダー視点を徹底、意思決定への女性の参加引き上げ、現地のニーズにこたえる

ＯＤＡの実施、気候変動と多発する自然災害が女性など社会的弱者に及ぼす被害へのジェンダー視点にた

った対策などをもとめています。

�平和�の項では、安全保障理事会が採択した�女性・平和・安全保障�に関する決議１３２５や武力紛争
における性暴力の根絶をめざす決議１８２０などを歓迎し、新婦人として日本政府にその実行をはたらきかけ

ること、決議内容の普及などＮＧＯとしての役割を果たす意思を表明。女性の人権を守るためにも核兵器

や戦争、基地のない世界の実現へ、軍事費の大幅削減と資源の使い道の転換、平和的手段による紛争の解

決に国連がニシアチブを発揮すること、そしてＣＳＷとして２０１０年５月のＮＰＴ再検討会議が実効性ある

成果をあげ、核兵器禁止・廃絶条約の締結へ交渉の開始をよびかけることをもとめています。
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